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魑立國iξ吾｛lfF究所幸艮告83　湿｝3毫幸艮告舞三6　（1985）

一児童の漢字習得、

村　石　昭　三

　1．はじめに
　本研究は，文部省科学研究費補助金特定研究（1）「常用漢字の学糊段階配当

のための基礎的研究」　（諜題番号59127012）の一一部であり，中学1年生10名

及び高校1年生10名に対して，常用漢字全数の字種別読み調査を行った。こ

こでは，特定児童W男という一児童に関する漢字翼得の報告である。．

　2。調査の麟的

（1）児童が小学校終了段階で，どれだけの漢字の読みを習得しているかを

特定個人について，常絹漢字1945字の読みをどれだけ醤得しているかを明ら

かにする。

（2）回せて，その文字がどの語を背景にして読まれているかの漢字使用を

明らかにする。

3．

（1）被験者

知能鰯差値

調査手続き

継［語　評点

　　　得点

W男　昭秘6年10月31日生まれ，男。東京都北区立中学1年

47（都研式知能検査SS，昭神58年6月，小学校で実施）

52（都研式知能検査S＄，昭iFfj　59年4畷ジ現在校でii縫施）

　3（五段階評価，・小学校指導要録による）

46（平均点4ら，昭和59年6月，現在校で実施）

　被験者W男は知能偏差値及び弓馬テ堺ト評点並びに得点から見て，現在校

で中位：にあると認められる。
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（2）調査B　　昭和59年5月

　調査のB的からは，調査露は年度末の小学校での授業の完全な終了時とす

ることが望ましいが，実施上の困難を伴なうため，中学1年生を対象にし，

新年度の授業による学習効果が生じない期闇内として，5月を調査日とした。

（3）調査亥寧　　常用漢字1945字

　1945字の常用漢字の各字種を！5枚のテスト用紙に印刷。配列は学習漢字と

学習外常用漢字とに分けた上で，ランダムに行った。

（4）調査方法

　欄人魎接テストの調査方法をとった。1名にっき，3β問　計約3蒔間。

テスターは国研所員及び調査員であり，生徒の口答反応は録音器に収録され

た。

（5）教　示

。「これから，いろいろな漢字を読んでもらいます。私が漢字の番号を言い

　ますから，その漢字の読み方を知っていたら，どんな読み：方でもいいです

　から，　「○○の××」たとえば，「大学のダィとか，「大きいのおお」と

　いうように，どれか一つで読んでください。」

・rもし℃○の”ということぽが思い出せないときは，その漢字の読みだ

　けでも結構です。」

。「あとから思い出した場合は，その漢字の番号を欝ってから読んでくださ

　い。」

（6）読字反応：コード

　　　　　　　　　　　　　　　　凡　例

　　　　　　　　　　　　　　　（学）学問のガク

　　　　　　　　　　　　　　　（菊）きく

　　　　　　　　　　　　　　　（激）はげしい

　　　　　　　　　　　　　　　（効）交替のコウ

　　　　　　　　　　　　　　　（惑）誘惑のユウ

　　　　　　　　　　　　　　　（根）制限のゲン

　　　　　　　　　　　　　　　（盤）パン

・一・i
反　　　癒

1 熟語○読み○
1’

語○読み○
2 語なし　読み○
3 語　×　読み○
4 語○読み×
5 語　x　読み×
6 語なし　読み×
7 無答

㎜
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　4．調査結果

（1）W男の読寧反応

W男が各掌種ごとに示した読字反応を学蕾漢字，学僧外常用漢字及び三下

漢宇に分け，各コード別に反応の頻数をあげれば，表1の通りである。

　　　表lW男のコード別読孕反応　　　　　　表1によれぽ，W男が常用

コード　学習漢字

t

1

1
1
1
2
3
4
5
6
7

258

466

216

11

　4

　7

28

　6

学習外
常絹三三

98

181

126

16

　8
17

71

432

常用漢字

356

647

342

27

12

24

99

438

トニ噛 gg6Lpth4g　l　th！lg2ftg4s

漢字1945字について，教示に

従って，あげた語例を正しく，

かつ読みも正しい語種（コー

ド1，1’）は1003字，語例は

ないが，読みが正しい字種

（コー一　ド2）　をま342字，　語例骨ま＝

正しくないが，読みが正しい

字種（コ　一一ド3）は27字であ

り，これらを正反応とすれぽ，

W男は1372字，すなわち，常用漢字全体の70．5％を正しく読めたことにな

る。なお，学習漢字内では951字，すなわち学習漢字全体の95．5％，学習外

常用漢字内では44．荏％（421字）を正しく読めたことになる。

　　蓑2　W男の膏訂捌読字反応　　　　　　　　　表2は，読字反麻コード

＼
音
．趨

　　　　　三栖外学習漢字
　　　　　常嗣漢字

DL’n　1　541（54．3）

霞醗　　　　4エ0（41．2）

243（25．6）

178（18．8）

常用漢字

78ti（40．3）

588（3e．2）

の1～3，すなわち正反応

と認めた1372字について，

音読みか訓読みかに従って

分類したものである。これ

によれば，音読みは，40．3％，訓読みは30．2％を占めており，音読みが比較

酌多く，訓読みは昔読みの74．9％を占めている。学留漢字と学習外常用漢宇

では，訓読みの割合が音読みに比べて，学習漢字の方がわずかに比率的に高

いという程度であり，統計上有意な差は見られない．
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（2）W男の語反応分類

W男の読字反応がどのような語を背崇にして行われたかの語反応を，国立

園語研究所「分類諮彙表」憂こ従って，＝一ド1～3反応の1372語について分

類すると，表3の通りである。

　表3　W男の語反応一分類語愛表による

扮旙号 項 醤 反応数

！
体
の
類

2
用
の
類

3
相
の
類

　4
その他

L　100
L　200
1．　300
1．　4・　oo

1．　500

2，王GO
2．　300

2．　500

0
0
0

0
0
0

1
∩
0
5

3
3
0
0
4．　31

抽象的関係

人間活動の主体

人間活動，精神および行為

生塵物および用具

慮然物および自然現象

抽象的関係

精神および行為

密然現象

！8i／i93

抽象的関係

精神および行為

自然境象

ii／　9i

間投および表現態度 i一一1

　表3に従えば，

体の類に含まれ

る語反応が最も

多く，861語を

占め，次いで用

の類が193語，

相の類が91語，

その他が1語と

なり，体，用，

相の割合は75。2

0／o，　i6．90／o，　7．9

％である。なお，

1372語のうち，分類語彙表と対応のあったものは1146語であり，読字反応で

は正反応であるのに，対応する分類番号のないものは226丁目あった。

　5．結果に対する考察と問題点

　本報告は小学校児童が卒業時において，どれだけの漢字をどのような語を

背景にして，．その読みを習得しているかを，W男という一一中学1年生に対し

て実施した報告である。ここには，’対象にした漢字の字種が常用漢字に限ら

れ，常用漢字外の漢字は含まれていない。また，調査条件から見て，小学校

卒業時と中学1年生になった5月賭との時期的な違いによる若千の差が結果

に生じることも考えられるが，すでに指摘したように，中学1年の授業効果

の生じない許容範囲内とみられるから，本調査の結果は一児童の小学校卒業
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時の漢字の読み習得量として位置づけることが可能であると思われる。

’表1のW男のコード劉読字反応から，W男は常用漢字1945字のうち，70．5

％に当たる1372字を正しく読めている。そしてそれは学習漢字では95．6％，

学習漢字外常用漢字内では44．4％を正しく読んでいることが明らかになった。

そこでこれは次の2つの点から考察する必要がある6すなわち，第1は，本

調査はW男を含めた中学！年生10名，高校1年生10名について同時に実施し

ているので，それらと比較することにより，W男の結果が全体の中で占める

二二がはっきりされるであろう。第2は，小学校卒業時（中学校入学蒔）に

どれだけの漢字習得があるかの先行文献と結果を比較する必要がある。これ

については，例えば，國立国語研究所「中学生の漢字習得に関する研究」《昭

和46年3月）によれば，8名の被験者のうちP．最高1637宇（教育漢字：880字，

当用漢字757字），最低1149字（教育漢字842字，当用漢字307字）とある。

もっとも，調査方法などに異なる点があって，例えば提Ill漢字が本調査では

字種ごとであるのに，上述の調査では語形だから，結果にその差が生じるの

は当然である。そこで，それらを勘案した上で，文部劣学響指導要領に示さ

れた第6学年〔言語事項〕　（1）ウ「学年別漢字酒己当表の第1学年から第6

学年までに配当されている漢字を含めて1，000字ぐらいの漢字を読み，・その

大体を書ぐこと。」に対応させて考察することになる。、

　次に，表2の音翻濁読字反応をみると，音訓鋼の読みの害心は常絹漢掌全

体では，その比率は音読みに対する調読みの割合は74．9％になって，．．．音読み

の方が多く，これを二二漢字と学習外常用漢字と鋼々に冤ても大きな変化は

見られない。しかし，習得漢字が増大すれぽ，音読みの割合がさらに高まる

ことが推測される。なぜなら，漢字語彙は和語よりも漢語の習得によって増

大するだろうし，また，本調査の教示にあるように「○○のXX」という反

応は漢語反応を誘因するように考えられるからである。これは高校1年生と

結果を比較することで明らかになるだろう。

　次に表3の語反応を分類語彙表によってみると，．コ　・一ド1　）y・3反応の1372

語のうち，分類語彙表と対応のあったものが1146語であり，そのうち，75．2
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％が体の類に属していた。もともと，諸種の文宇あるいは語連想実験結果で

は名詞反応が優位を占めている事実と符号するものであるが，別に語反応の

みを求めて得た場合，単独では比較的名詞の範疇で処理することが多いこと

もある。ただ，W男の語反応に心する体，用，桐の各類の割合がどの程度の

一般性を持ち，かつ，学年によってどのように変化するかは，他の被験者と

の結果の比較から得られることになる。

　ところで，本調査で語反応を求めたのは，児童・生徒の漢字習得は一定の

語彙習得と関係し，かつその語彙は一定の認知の世界を背景にしていると考

える。したがって，ある漢字の読みの習得は単に字画の複雑姓といった物理

的属性に加えて，認知的側ik注配する必要があり，この点で，語反応の分

類語彙表による分類は認知の世界の構造とその発達にある種の手がかりを得

ることができるだろうし，漢字習得からみた語彙習得の順序性にもある種の

示唆が得られると思われるので，今後の課題とする。また，表1のコード鋼

読字反応を見ると，コードlie＊コード1に対して約2倍の反応になっている。

コード1’は「○○のx×」といった反応をしないで，単に例えば「歩く」

「菊」と反応したものである。この反応が多いことは1つには教示条件の不

徹底さによることもあるが，「歩く」のように「歩くのある」と答える不自

然さにもよるだろう。また，別に，中学生では特定の鴨宮が特定の漢字語彙

との結語度や代表性が十分でないことも考えられ，高校生の場合にはこの点

での発達変化があるか，今後の課題とする。

　なお，調査法上の問題点として，調査期間が3日間にわたったことから，

第2日函以後の調査に備えて，あらかじめ家庭学習などが試みられることが

考えられたが，もし，試みられたならば，テスト駅こよる結果の差が生じる

はずである。そこで，第1HN，第2賃罵，第3日勲こ実施した雨露外常用

漢字テスト用紙各論2枚分，計270字分について有意差検定をした結果は，

X2　＝0．36　P2〈0．90　∂f＝2となり，有意な差は認められなかった。したが

って，家庭学習など出歯効果は現われていない。

　別表はW男の常用漢字反応表である。配列は素面漢字と学海外常用漢字と
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に分け，さらに学習漢字は配当学年ごとに分けた。そして，正反応（○），誤

反応（×），無反応（N）別にし，各字種は五十音纈として，正反応，誤反応に

はそれぞれ反応語を付記した。

別表W男の常用漢字反応表
・ゴチック漢字は誤長または常屠漢字の音談外

・一 ﾍその部分の貌み

第1学年
76字中
○反応76
×反応0’

魏反応0

○反二

一 イチ

右
爾

みぎウ雨ジン

円 二ニン

王 ナウ

音 オン

下 した

火 ひ

花 はな

学 学問

気 気力

九 キュウ、

休 休憩

金 お金

空 そら

月 つき

犬 いぬ

見 見る

五
コぐ

羅 くち

校 学校

左 ひだり

三 サン

山 やま

子 子供

　
　
　
　
　
ま
　

ウ
　

な
　
　
　
　
　
　
　
る
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

ん
と
　
み
な
る
　
ユ
　
ん
　
え
り
と
ず
イ
き
い
臼
し
い
ソ
わ
き
ウ
し
ら
イ
と
か
し

よ
い
ジ
み
な
く
て
ジ
で
お
こ
う
も
ひ
み
セ
五
八
夕
い
赤
セ
か
さ
ソ
あ
む
ダ
お
な
’
む

照
糸
字
耳
七
車
手
量
出
女
小
上
森
人
馬
正
生
青
夕
石
赤
千
規
先
畢
足
村
大
男
中
置

町 まち

天 テン

田 た

土 つち

二 二

臼 ひ

入 入る

年 ネソ

白 しろ

八 ハチ

百 ヒャク

文 モソ

木 き

本 ホン

名 名前

鼠 め

立 立つ

力 ちから

林 森林

六 ロク

計　76

×反応

@0
N反応　、

@0
合　計

76字
一一…　　…　　……　w｝了「一　　．一　　　…

第2学年
145寧中

○反応144
×反応：1

N反応0

0反応

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
　
　
　
　
　

な
ウ
ウ

く
も
い
ん
科
つ
畜
た
　
る
イ
み
　
い
と
の
い
車
お
　
宅
し
か
ヨ
ヨ

引
く
楽
な
理
な
家
う
ガ
回
力
う
え
か
そ
た
あ
汽
か
キ
帰
う
さ
キ
キ

引
雲
遠
蘭
科
夏
謎
歌
画
圓
会
海
磯
貝
三
楽
聞
汽
顔
認
帰
三
三
四
強

る
　
　
ち
　
　
ば

え
ま
い
た
計
と
つ
　
る
　
と

猛
た
近
か
時
も
原
コ
ふ
ゴ
あ
ゴ

　
　
　
り
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

ウ
い
通
か
え
う
い
う
に
に
う
ま
能
ク
ソ
め
　
う
み

コ
誌
面
ひ
施
行
腐
合
た
く
く
い
才
サ
サ
止
シ
思
か

玉
葛
轡
形
計
元
慶
戸
古
午
後
拉
丁
広
交
占
考
行
整
合
谷
国
黒
今
才
作
箪
止
三
思
紙

　
　
　
　
　
食

　
　
　
室
　
強
　
　
　
　
　
ウ
　
る
う
　
　
　
　
　
　
　
る

ら
か
ら
き
エ
や
弱
び
き
る
物
少
ヨ
ろ
べ
こ
ン
や
星
ず
し
え
し
れ
食
き
ね
え
み
る
さ
少

て
碑
自
と
麟
シ
肉
く
あ
は
書
多
ジ
い
食
こ
シ
お
図
か
に
ご
ほ
晴
切
ゆ
ふ
ま
く
走
く
多

識
良
時
菰
被
弱
首
秋
春
書
少
揚
色
熱
心
薪
親
図
数
幽
趣
、
星
晴
切
雪
船
舶
三
三
草
多
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と
　
　
　
　
　
　
　
の

　
だ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
う
　
　
　
な
　
る
ソ
　
　
ま
　
　
　
み
　
　
　
　
　
・
　
　
　
る

と
ら
イ
　
け
る
け
や
る
い
り
さ
行
と
せ
ン
撃
た
ゆ
た
デ
し
　
案
た
ウ
ち
む
な
ま
る
う
ぎ
ン
ン
ち
ぜ
け
く

ふ
か
ダ
チ
い
知
た
チ
ひ
長
と
あ
通
お
み
テ
電
か
ふ
轟
工
翻
東
電
あ
ド
み
読
み
う
売
買
む
バ
バ
ち
か
忘
霜

太
体
台
地
池
知
竹
豊
富
長
鳥
熟
通
露
店
点
画
刀
冬
楽
東
　
答
頭
同
道
面
面
馬
莞
買
麦
半
島
父
油
分
聞

米 こめ

歩 ホ

母 はは

方 ホウ

北 きた

毎 毎日

妹 いもうと

明 明るい

鳴 鳴く

毛 け

門 もん

夜 よる

野 の

友 とも

罵 用いる

曜 曜日

来 来る

墨 さと

理 理科

話 はなし
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○反応

’Lン、帥・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
館

　
　
　
　
る
水
　
　
る
’
　
三
会
る
ク
ウ
ウ
ウ
　
ク
旧

い
ら
者
　
て
船
出
料
ぶ
ぐ
き
ン
こ
　
め
　
物
界
く
ク
動
い
想
羽
わ
き
間
や
訟
ぐ
ユ
殿
ユ
る
し
業
ヨ
心

安
く
医
イ
育
委
鼠
舞
運
泳
え
、
エ
よ
や
混
力
瘤
世
瀾
力
活
計
感
赤
い
起
期
キ
キ
急
キ
宮
キ
去
は
職
キ
郵

安
暗
翻
意
育
員
遠
忌
運
泳
駅
繭
紬
麗
薫
化
荷
界
磁
角
曲
輪
感
館
岩
、
起
期
客
臨
急
級
宮
球
表
豊
富
曲
局

．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
み

、
い
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
う
　
う
　
港
　
　
　
　
　
　
　
る

ン
し
具
み
に
い
液
め
究
ン
う
庫
ず
園
か
せ
○
号
元
り
ま
　
因
う
め
び
　
　
ぎ
事
キ
　
る
ヤ
人
る
る
け

ギ
苦
道
き
あ
軽
血
決
研
ケ
言
倉
み
公
向
幸
○
番
根
祭
こ
シ
死
使
始
ゆ
は
シ
つ
仕
シ
み
写
シ
主
守
取
さ

銀
苦
具
君
兄
軽
血
決
研
祭
君
庫
湖
公
向
幸
港
番
根
祭
細
佳
死
使
始
指
歯
詩
次
事
式
実
写
春
主
守
取
酒

受
州
拾
終
習
集
佐
重
所
暑
助
昭
消
商
章
勝
乗
植
申
身
神
深
進
世
整
線
全
送
息
族
他
打
対
待
代
第
題
炭

受ける

す

拾う

シュウ

習う

集める

住む

璽箱

ところ

あつ

助ける

昭和

消す

商売

文章

ショウ

乗る

ショク

申し込み

心身

かみ

深い

進む

散の中

整える

セン

全部

ソウ

患切れ

ゾク

タ

打撃

タイ

待つ

ダイ

ダイ

ダイ

タン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
法
　
、
、
　
∴
　
　
、

　
　
ら
ウ
ウ
る
　
　
る
r
・
，
、
　
こ
　
る
　
　
　
影
　
　
　
　
　
　

け
　
　
　
　
　
　
　

り
て
ウ

い
く
し
　
ヨ
　
ヨ
ベ
お
う
・
め
わ
ツ
ぶ
や
　
　
げ
ま
　
　
山
等
く
童
イ
ク
奴
み
る
た
発
抗
か
、
た
わ
劇
　
　
な
お
も
　
ヨ

短
着
は
チ
チ
調
な
追
定
に
デ
転
み
ド
投
し
ゆ
登
斜
動
児
ナ
ニ
農
な
配
は
出
反
さ
い
か
悲
ビ
は
こ
お
ビ

短
着
柱
丁
帳
調
薩
追
定
庭
鉄
転
都
度
投
島
湯
登
等
動
童
内
肉
農
波
配
畑
発
反
坂
板
皮
悲
美
鼻
氷
表
秒
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い
　
る
　
　
　
　
　
ら
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
　
　
ら

ま
な
け
　
ク
擾
旧
い
す
ン
す
ン
じ
の
ソ
題
薬
ウ
ぶ
る
ぶ

や
し
負
ブ
フ
大
物
…
た
返
べ
〃
放
マ
あ
い
メ
問
｛
淋
ユ
あ
驚
け
遊
ヨ

　
　
　
る
る
　
　
ウ
り

ウ
　
ま
ち
れ
び
ヨ
ど
イ
車
路

ヨ
は
さ
落
流
た
り
み
レ
列
聖
ワ

病
晶
負
部
服
橿
物
平
返
勉
放
縦
味
命
禰
間
麻
由
油
墨
遊
予
洋
葉
様
落
流
旅
品
題
礼
列
路
和

　計187

　×三三

岸［キ

係
シ
ソ
ン
『

持 まつ

週 アタ

注 シュウ

役 トウ

陽 あげる

計　7
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階

計　1

合　計

195宇

第4学年
185字申

O反応珀0
X反応5
N反応。

○反応

愛iアイ

案 アン

以 以上

衣 ころも

位 くらい

闘 閉む

委 委員

胃 イ

印 しるし

英 英和

栄 栄える

塩 しお

中 中央

億 オク

加 加わる

貨 金貨

課 カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
膳
　
　
　
㈹
纐
る
　
ウ
ウ
み
　
　
謹

　
イ
械
イ
ク
ク
ン
宮
ソ
ソ
き
客
う
望
節
　
劇
た
　
町
会
め
援
料
ヨ
a
力
が
う
極
　
ソ
ン
十
気
芸
席
ぶ

め
力
機
ガ
カ
カ
カ
警
カ
カ
せ
観
願
希
季
キ
窩
は
キ
機
国
求
救
給
リ
キ
協
か
競
北
ク
グ
グ
四
景
学
欠
結

芽
改
械
害
各
覚
完
官
漢
管
関
観
願
希
挙
紀
窟
旗
器
機
議
求
救
給
漁
共
協
鏡
競
概
区
軍
郡
型
景
芸
欠
結

建
健
験
圃
功
候
航
康
欝
差
菜
最
材
昨
刷
殺
察
参
産
散
残
士
氏
史
司
姉
治
辞
失
借
種
宿
瀬
初
唱
焼
象
照

建てる

健康

ケン

固める

成功

気候

コウ

やす

広告

サ

ナ

最も

材木

昨液

印尉

殺人

警察

参加

サン

散らばる

残る

シ

○○氏

シ

司会

あね

ジ

辞典

失う

借りる

たね

やど

ジュン

初めて

ショウ

焼く

ゾウ

照らす

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ウ
湊
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ほ

ン
た
徒
　
ウ
堂
く
ク
ッ
力
増
せ
士
ソ
ぶ
粥
勝
筆
ヨ
ヨ
思
つ
　
　
ク
ン

テ
つ
生
ド
ト
食
働
ド
ネ
念
倍
齢
博
ハ
飛
費
必
随
ヒ
ヒ
不
お
フ
フ
フ
フ

イ
ッ
リ
ソ
ン
む
ウ
む
ク
ツ
ソ
脈
ン

ヘ
ベ
批
辺
ヘ
ベ
勉
ホ
望
ポ
マ
マ
山
ミ

典
伝
徒
努
燈
堂
働
毒
熱
念
倍
博
飯
飛
費
必
筆
票
標
不
夫
付
府
翻
粉
兵
別
辺
変
便
勉
法
墾
牧
末
満
脈
民

　
臣

　
大
　
　
．
ネ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
湖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

転
　
　
所

営
ハ
理
ソ
実
功
工
い
イ
か
キ
キ
る
分
ツ
い
争
ぶ
然
う
模
ウ
ウ
い
ク
づ
ツ
ご
イ
隊
達
語
ン
置
金
捻
い
こ
留

大
総
シ
真
成
省
濾
儒
セ
静
セ
セ
折
節
セ
浅
砿
戦
囎
越
膚
争
相
ソ
ソ
凍
［
ソ
つ
ソ
ま
タ
蟹
・
配
単
ダ
配
貯
㎝
腸
低
そ
停

賞
臣
儒
真
成
省
清
勢
静
席
積
折
節
説
浅
戦
選
然
争
梢
倉
想
速
側
続
卒
孫
帯
隊
達
単
談
澱
貯
腸
低
底
停
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約 ヤク

勇 勇気

要 ヨウ

養 養う

浴
利
高

ヨク

潟
潟
N

良 良い

料 ジョウ

墨 リョウ

輪 車輪

類 ルイ

今 レイ

冷 レイ

例 レイ

歴 レキ

連 レン

練 練馬

老 ロウ

労 労働

録 ロク

計190

×反刃

挙
試

ケンこころ占える

周 あたり

白勺
テッテイ

一敗 ザイホウ
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第5学年
雀95字申

O反応184
×反応H
N反応O

O反応

圧
移
野
洲
営
衛
易
益
液
即
応
銭
恩
讐
価
果
河
過
賀
快
解
格
確
額
判
平
帯
歓
眼
基
旧
規

アツ

移る

イン

永い

経営

人工衛星

エキ

利益i

・キ

演説

オウ

オウ

オン

仮爵

力

果汁

かわ

過ぎる

ガ

カイ

解く

カク

確かめる

ひたい

カン

新幹線

カン

カソ

ガン

基礎体力

よ

規則

　
　
ウ
ウ
　
　
ウ
　
　
　
　
　
　
　

券
　
　
　
　
る
す
　
　
士
　
　
　
　
　
ウ

義
さ
ユ
ユ
ヨ
す
ヨ
ン
ン
句
練
れ
イ
ッ
ン
待
ン
榛
ぬ
る
れ
ら
故
擁
護
旧
い
ウ
由
塵
ヨ
ウ
合
査
イ
い
ま
集

ム
試
逆
キ
キ
キ
評
キ
キ
キ
L
旧
訓
群
ケ
ケ
ケ
招
ケ
冒
き
限
欄
現
減
藷
一
個
弁
七
厘
周
コ
鉱
構
キ
コ
混
調
サ
災
つ
採

義
逆
久
旧
居
萱
門
均
禁
句
調
群
経
野
芝
珊
珊
検
萱
野
規
減
故
偲
護
三
州
耕
鉱
構
興
野
混
査
再
笹
野
採

　
　
　
　
　
　
　
　
ざ

　
　
　
　
こ
ろ
　
　

イ
イ
み
つ
い
ン
成
　
こ
　
師
料
す
　
童
ツ
舎
や
業
収
ユ
衆
う
べ
術
ユ
ヨ
く
く
丑
称
ヨ
件
態
ね
け
る
員

サ
ザ
つ
ざ
か
サ
賛
シ
こ
し
教
二
丁
に
児
シ
校
シ
授
回
シ
大
詰
述
手
ジ
ジ
二
二
シ
名
シ
条
状
つ
情
織
三

際
財
罪
雑
蚕
酸
賛
二
言
　
師
資
示
似
児
質
校
謝
授
収
修
衆
記
述
徳
叢
記
除
招
承
称
二
条
状
常
情
織
職

イ
イ
さ
神
造
金
任
触
た
絶
に
ン
品
素
論
る
す
測
ク
ツ
失
退
イ
酒
断
く
る
供
α
キ
キ
ウ
ウ
く
ク
る
徳
ク

セ
セ
ま
精
製
税
責
接
し
気
ぜ
ゼ
続
続
総
論
増
規
ゾ
リ
損
辞
三
面
横
長
張
鍵
課
テ
テ
ト
ド
導
ト
得
道
ド

鰯
性
政
精
製
二
二
接
藁
菰
銭
叢
叢
素
総
二
二
二
二
二
二
退
二
二
論
叢
張
提
程
適
敵
統
銅
灘
特
得
二
二
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ウ
損
罪
ン

責
燃
ノ
三
振
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
育

　
　
体
　
　
ウ
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
体
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
ク
ウ

船
瀬
響
一
鶴
灘
努
力
崩
際
郵
鰍
賜
蕪
ム
樗
蒲
助
㍑

任
燃
能
破
続
篇
版
比
肥
雰
三
二
評
貧
布
富
武
評
議
仏
編
弁
保
墓
報
豊
山
乱
暴
未
務
無
迷
答
認
容
略
留
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　　成績のセ閣議

　　イ　　　劉
ミ
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　　タイショ干…像
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　第6単年　胸
　達9G字中　郷
　○反応170　勤

醗1♂系
　　　　　　径
　○反応
　　　　　．敬

異
遺
域
恐
’
6
宇
羽
映

異なる

イ

地域

イチ

宇宙

はね

映る

延びる

二nン

カ

ガ

はい

まち

鉱大

カク

内閣

蒔闇霧【1り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

　
　
　
　
　
　
い
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
系
　
　
・
　
　
　
　
　
　
も

ぶ
す
く
γ
ン
い
な
く
揮
　
問
み
う
く
供
ね
郷
め
陽
イ
イ
察
場
な
　
利
法
な

か
卵
巻
カ
カ
丸
箸
ら
指
キ
疑
ゆ
胃
壁
堤
む
本
勤
太
ヶ
ケ
警
劇
あ
か
権
門
み

株
干
巻
震
簡
丸
響
町
揮
貴
電
脳
吸
泣
出
隅
郷
門
出
径
敬
警
劇
穴
兼
権
憲
源

厳
己
呼
誤
欝
塗
紅
降
刻
骨
照
砂
岸
壁
裁
策
冊
矢
釜
私
姿
平

町
磁
射
挙
隅
釈
若
樹
従
縦
縮
熟
純
処
暑

厳しい

自己

呼ぶ

誤る

コウ

天泉

ク

降る

晴刻

ほね

園難

砂漠

星（正）座

済ます

戴培

対策

野冊

や

至る

私立

すがた

視聴率

動詞

磁気器）

シや

校門

シャク

シャク

唄い

ジen

従う

たて

収縮

ジュク

ジュン

ショ

図解・署

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【

　
　
　
　
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
　
　
　
　
ロ

将
う
ず
害
ろ
ヨ
リ
　
　
イ
ソ
非
イ
イ
ン
門
う
め
嚢
ど
ウ
東

大
笑
き
零
し
ジ
は
二
た
ス
ス
是
セ
セ
セ
下
洗
染
旗
ま
ソ
関

門
笑
傷
障
壁
蝶
理
仁
錐
推
寸
是
鍵
誠
宣
専
洗
染
奏
窓
創
麟

操
塁
壁
俗
尊
宅
撮
探
段
野
獣
雷
撃
著
庁

ム瀬

体操

くら

ゾウ

ゾク
とうと

尊い

タク

担嵐

探る

一段

暖かい

なか

宇霧

忠実

著作権

警視庁

ウ
　
　
　
　
　
会
党
　
る
　
　
る
る

㌔
麟
協
獺
勧
”
謙
眠
ゆ
尉
騰
鰍
勘
綱
．
綜
四
脚
㌶

　
　
　
　
　
る
　
　
　
ら
る
　
る

　
喩
技
ら
奮
じ
た
う
か
ね
睡
れ
ウ
数
ク
ッ
　
す

ヒ
批
秘
は
興
閉
か
補
た
訪
亡
忘
ボ
枚
バ
ミ
モ
訳

兆
頂
潮
賃
痛
農
討
党
糖
届
難
乳
認
馬
脳
拝
輝
輝
班
晩
否
黙
秘
腹
奮
閉
片
神
宝
興
亡
忘
夢
解
幕
翠
煙
訳

r）1

郵
優
幼
羊
欲
翌
乱
卵
裏
購
買
論

郵便局

優しい

幼い

ひつじ

ヨク

翌鐵

配れる

たまご

うら

僧寺

朗らか

μン
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×反応

筋

群

鋼

二
野
宗
就
諸
娘
三
州

派
俳
覧

ツ
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を
㍗
一

セツ

かんがえ

る

テツジョ

ウもん

つよし

ヌ

みね

キョウ

なぎさ

みずうみ

ザイ

ショクリ

ン

ミヤク

ヒ

1黛1覧板の

カイ

ツ

N反応
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弐
置
捨

計　5

合　計
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ヨ

習
外
2

　
　
ゑ

　
字
応

　
　
反

学
漢
O

○反塔

帯
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
り
　
　
る
　
　
ら

寒
な
う
　
も
ン
す
げ
す
の
会
む
る
ン
れ
す
る
く
く
ク
　
　
子

亜
か
違
イ
い
イ
隠
か
越
ほ
宴
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